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生老病死の行動科学2017年第21巻 pp.15・31 展望論文
Review Article 

心理学的知恵研究の展望と発達的検討

ー『知恵のある」状態の連続性と非連続性ー

Review of psychological studies ofwisdom: Cont祖国.tyand discon伽 uityabout being 

“wise” 

（大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程）春日 彩花 1

(Osaka U国versity,G四duateSchool of Human Sciences) Ayaka Kasuga 

（大阪大学大学院人間科学研究科）佐藤虞ー
(Osaka University, Graduate School of Human Scienc四） Shinichi Sato 

（イリノイ州立ノースイースタン大学心理学部）高橋正実
(N町出e由旬m I血noisUniversity, D叩ar回ientof Psychology) M田amiTakah出制

Abstract 

While wisdom is generally understood部組idealp可chologicalstate in the late ad叫血ood,
its developmental characteristics紅eoften overlooked (e.g., con曲mousvs. discontin ous 
process). In曲is紅ticle,vario凶 de盟国首onsand studies of wisdom h血efield of psychology 
were reviewed. In p副 c叫ar,from a developmental persp削 ve,the concep加aldefinitions of 
wisdom Wぽediscussed followed by an exar凶nationof也.eir田sessmentprotocols. The凡 a
ten ta姐veconclusion of how wisdom should be undiぽstood箇 adevelopmental construct is 
pre sen旬d.

Key words: wisdom, definition, me出 町・ement,human development 

はじめに

近年，世榊句に高齢化が進み，日本の高齢化率も

27.3%に達して機務省統計局， 2016），人口の4人

に1人が65歳以上の高齢者であるという時代になっ

た。このように高齢化が急速に進行する中，最近で

は，加齢に伴い高島する能力だけでなく，生涯を通

じて高まっていく力にも注目が集まっている。

成人期以降にあらわれると考えられている能力・

態度のひとつに「知恵（wisd佃）Jがある。最初期

に知恵という概念に注固した心理学者である Hall

(1見2）は，知恵の発達ι成人後期にみられる眠

想的態度や達観したような穏やかさ，公平さ，道徳

的な教訓をくみ取ろうとする態度などが関係してい

ることを指摘し，人開発達の終期における理想的な

’G盟国戸m伽 1回 con悶叫曙也isarticle曲。叫d凶盟ntto;

A戸kaK翻聯，由記u御 SchoolofHwnan Scien白鳥O錨M
University，臼aka,565-0871, (u938621喝ecs.os嗣・u.acJp)

能力として知恵を位置づけた。また，生涯発達的な

観点から心理社会的発達理論を提唱した肱m

(1982）は，発達の最終段階で直面する課題に関す

る人間的な強さとして，知恵を挙げている。その他

にも，知恵を人開発達におけるポジティプな結果と

して位置付けている研究は多い仇rlin,1990; Clay伽

& Birren, 1980; Kramer, 1990, 2000; La加町ie羽 e:t;

1990；αwoll & p，ぽ凶u紘ヨr,1990; p，田cual-L田1ne,1990 

など）。

このように，「知劃は，成人期以降に高まり得る

ポジティプな能力左して理解されていることがわか

る。実際，知恵は我々の人生において，様々な形で

貢献することが指摘されている。第1に，知恵のあ

る人は，自他の直面している問題をより適切に解決

することができると考えられる（Bal臨＆ s凶也

1990; Bal臨＆鋭aud血gョr,2000; Kramer, 1990; Mickiぽ

&S旬凶担ger,2008;S加盟以若島 1985;Yang, 2013）。文学

の中でも，賢明な問題解決をする人物の姿を通して
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「知恵」が描かれることは多い（Ch泊四，1987;Yi田島

2013）。第2に，知恵のある人には，良い助言者とし

ての役剥があると考えられる。知恵モデルを提案し

た柏田町（1990）は，知恵の機能のひとつとして，

優れた助言者としての役割を指摘している。また，

Anleh (2005）が人生経験と知恵の関係を調べるイン

タピ、ユーを行った結果，知恵の高い高齢者は，人生

において危識や障害に直面した時の対処方法を知っ

ており，その方法を人々に教え導きたいと考えてい

たことが分かった。さらに，哲学や心理学の専門家

ではない一般的な人々にも，知恵のある人は，良い

助言者であると認識されているのだという（Clay旬E

&B恒国，1980;S同百1berg,1985; Yi田島2001)。そして第

3に，知恵が，精神的な安定性や幸福感と関連して

いることが，これまでに明らかにされている (Anlelt,

1997;1温姐ha血i&Over旬n,2αl2;We凶回， W開館血o:t;&

E如ihlmeijer,2014）ロ知恵には，人生を回顧し，その意

味を探ったり内省したりする機能があることが指摘

されているが依ramer,1990），このことが自己発見

や自己実現の機会となり，認知や感情の統合に関わ

る内的な満足感につながる可能性があるとも考えら

れている（Tl池aha品i&Over回，200ヨ）。以上より，知

恵は，特に身体櫛Eの低下やネガティブなライフイベ

ントが増えるとされる高齢期をより幸福に過ごすた

めに貢献し得る能力のひとつであると言えるだろう。

しかし，高齢者全員が知恵を有しているわけでは

ない。知恵の発達の要因や過程に関する探究は，こ

れまで盛んに行われてきている。そうした知恵の発

達に関して言及する際に重要となるのは，「知恵があ

る』状態と「そうでない』状態をどのように理解し，

区別するかということであろう。

そこで本稿では，「知恵のあるJ状態が心理学の研

究においてどのように理解されてきたかについて，3

つの観点から検討する。第1に，「知劃の定義に関

する研究を概観し，その多様な見解を整理する。第

2に，知恵の測定法に関する研究の動向を説明し，

その中で「知恵のあるj状態がどのように扱われて

きたのかを述べる。第3に，知恵の発達に関する研

究の動向を説明し，「知恵があるとは言えない』状態

から「知恵のある」状態への変化がどのように説明

されてきているかを明らかにする。

『知恵」という概念の探究

知恵は，古くから宗教ヰ哲学，文学，日常生活な

ど様々な文脈で言及されてきた概念である。例えば

知恵文学として知られる『ソロモン王の知恵」（列王

記：，3・11）では，神によって知恵を得たソロモン王が，

ひとりの赤ん坊をめぐって「自分こそが母親だ」と

主張し合う 2人の女を前にして「生きている子をふ

たつに断ち切り，半分ずつ与えよ」と家来に命じ，

親権よりも子どもの命を優先した女を本当の母親で

あると判じている。このように，「知劃が，賢明な

問題解決をするための能力として描かれることは少

なくない（α血en,1987; Yi佃 g,2013）。また，「生活の

知恵」などと言われるように，日常のちょっとした

工夫を指して「知恵」ということもあるロさらに，

仏教の文脈においても，真理をみきわめ善悪を分別

する心の作用のことを「智智j と称している。

このように，「知恵」は様々な場面で用いられる概

念であり，一義的に理解することは難しし、以下で

は，「知恵』が，心理学分野において，どのように定

義されてきているのかということについて説明する。

知恵の概念研究

知恵という言葉が最初に用いられたのは，紀元前

2500年頃のエジプトであった（α四血aw,1976）。そ

の後，哲学や宗教，文学などの中で，知恵という言

葉は盛んに使われてきた歴史がある。また現在でも，

fあの人は知恵がある」と評価をする時や，実用的

な知識の集合を指して「知恵袋」というように，「知

劃という言葉自体は日常的に使われている。

しかし，知恵はその概念的唆昧さゆえに科学的に

扱うことが難しく，言葉としての歴史の長さそ視し

みの深さに反し，最Eまでほとんど研究されてこな

2カトつては仏教の文脈だけでなく「智慧J！：＇.＞、う漢字が使用され

ていたが， 「智」と「慧Jの両方とも昭和21年に定められた当
用漢字（当面使ってよい漢字）になく，さらにその規制を緩めた
常用漢字にも含まれなかった。そして昭和31年7月5日，国語
審議会によって「智也を「知草むと書き換えることが報告され，
一般的には「知恵Jと記されるようになった。 T誼aha品i(2013) 

は，この「知草むを，日本的な宗教色の薄い言葉であると指摘し
ている。なお，現在でも仏教の中では「智童むと表記される。

-16一



The Bulletin of Behavioral Science of Life,
 Aging, Sickness and Death, 

かった。知恵が心理学の分野で実証的に研究される

ようになったのは1980年前後のことであり，その試

みは， f知恵」という言葉を科学的に定義するという

概念の探究から始められた（Clir”:on1975; Clir戸:on&
Bin聞， 1980）。

矢口恵の概念湾問には，任涯史的な文献の中で知恵が

どのように位置づけられてきたかを探求する方法伏日

的考古学），②専門家ではない一般の人々が「知恵」

をどのような概念としてとらえているのかを明らか

にする方法（暗騨力也鳴研究），③心理学の理論の中

で「知望むを定義する方法（明示的理論研掲がある。

心理学において知恵の概念を最初に検討した

C切旬n&Bin四（1980）は，歴史的な文献の中で知

恵がどのように位置づけられているかを明らかにす

る一方で，専門家ではない一般の人々が「知恵のあ

る人」をどのように捉えているのかについて，多次

元尺度法を用いて調査を行った。具榊旬には，予備

研究で抽出された，「知恵のある人」に関係する 12

個の単語，つまり「経験のある何回町田d）」「直

観的な（回雌ve）」「内省的な（岡田戸ctive）」「実用

的な（凹伊atic）」「理解カのある（un耐富岡曲g)」

「寛大な匂倒le)J「共感的な（匝叩柚etic)J「知性

のある（in白血g聞 t）」『穏やかな（野郎eful）」『知識豊

富な（knowled伊able）」『ユーモアのセンスがある

（盟国eof humor）」「注意深い（observ岨）Jに，『年

を取った（帯d〕」「自分自身同盟国」「知恵（四）」

の3つを加えた15単語を組み合わせて105個の刺激

対を作成し，青年（31名，平均21.3歳）・中年（23

名，平均492歳）・高齢者 (29名，平均70.l歳）に

提示して，単語同士の類似度を5件法で判定させた。

その結果，彼女らは知恵を，認知・内省・感情の要

素の統合であると定義づけた。またこの調査を通し

て，「知恵jという概念のとらえ方が，年齢群ごとに

異なっていることも明らかになった。

S回曲目g(1985）は，芸術，経営学，哲学，物理

学の専門家および一般の人々を対象として，「知也

「創造性」「知恵」という 3つの概念の関係性を探る

一連の研究を行っている。彼は予備研究として，芸

術，経営学，哲学，物理学の専門家には各分野にお

ける「知性のある人」「創造性のある人」「知恵のあ

Vol. 21 (201η 

る人」の行動特性を尋ね，一般の人々には，一般的

に「知性のある刈『創造性のある刈「知恵のある

人」といった場合の行動特性を尋ねた。その後，予

備研究において少なくとも2回以上記述された行動

特性を同一集団に対して提示し，それらが「知性の

ある人」「創造性のある人」「知恵のある人」の特徴

としてどの程度当てはまるかについて9件法で判定

させたところ，各40種類の行動開生が抽出された心

これを40名の大学生に提示し，「知性のある人j「創

造性のある刈『知恵のある人』のそれぞれにおいて，

同時に見られそうな行動特性同土をまとめて分類す

るよう求め，多次元尺度法を用いて分析した結果，

知恵に関しては，「推論能力（悶soning副 lity）」「賢

明さ（随喜四C匂）」「思想ヰ環境から学ぶこと (I咽凶ng

from id醐副削ronment）」「判断力側抑制）」

「情報の通産な活用（田戸耐0国 田ofinf佃醐叩）J

「洞察力 (p悶pie田ity）」の6つの要素から成ること

を見出した。

またBaltesを筆頭とするドイツのベルリン・グノレ

ープは，知能研究をもとに，知恵に関わる知識に注

目した。彼らは知恵を，人生の意味と行動について

の専門的な知識であると定義し（Bal闘＆ s凶乱

1990），知恵の測定法を開発して（S伽Jdinger,Sm地，＆

Bal協，1994），暦年齢＠枇s＆拘udinger,2000; Bal凧

S旬udinger,M前 rcker,& S凶也 1995;Smi血＆ Bal旬s,

1990; Staudinger, 1朔）や麟鋒轍（Sm地 S回Jdinger,

&Bal也s,1切4）のほ均三知性・認知スタイル・人格

特性等と知恵の関連を調べるなど（酒同組nger,I卯 ez,

&Bal凧 1”7），寸車の実証的な研究を展開している。

こうした先駆的な実証研究を皮切りとして，現在

に至るまで，多くの研究者が，様々な方法と観点か

ら『知恵とは何か」という問いに取り組んできた

(Ar廿elt,1997; Arlin, 1990; Kram民 1990;Kitchen町＆

Brenner, 1明拘；I必ouvie-Vie:t;1990; Lev田 son,Jennings, 

Aldw恒，＆ Sh量垣血i,2005; McKJ田＆ Barber, 1”9; 

M田 cham,1990; Mickler & S回 din呂田，2008；αw姐I&

Per凶u肱宜， 1990;Takahashi & Bo吋担， 2000;We凶伝r,

2003, 2010; Yi血 g,2001など）。特に，上述のベルリ

ン・グループは数々の実証研究を行い，注目を集め

てきた。しかし，ベルリン・グループは，知恵の中
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でも知識の側面に重点を置いていたため，知恵の感

情的側面を無視していることや (Arde!t,I”7），知恵

の実利的な側面にのみ着目した狭義の概念であるこ

となどが批判されている（ll誌d国血i,2015）。このよ

うに， f知草むという概念の共通見解は未だ十分に確

立されておらず，いまもなお， f知恵」は研究者ごと

に様々に定義され，研究されている。先行研究にみ

られる知恵の定義としては， TめleIに示したような

ものがある。

知恵の『機能的側面』と『構造的側面」

「知恵」の定義は多様だが，先行研究を分類する

と， 2つの観点が存在していると考えられる。

Tak油副首＆Ovぽ回 (2002）は，知恵には2つの側面

があるとして，知恵を包括的に捉える見解を提案し

ている。本稿では，このT紘油ashi&Ov町ton(2002, 

2005）による包括的知恵発達理論の榊Eみを参考に，

知恵の概念に関する先行研究を『欄巨的側面」と「構

造的側面」に分類し，包括的に理解したい。

包括的知恵発達理論 B抽出hi&Ov町回（2002,

2005）は，知恵の文化差（ll法d田副＆B回世i亀2000)

と歴史的な検討（T1池油田hi,2000）を既存のエリクソ

ンや新ピアジェ派理論に当てはめ，知恵には分析的

側面（四I列国lmode）と総併告側面（明卸世cmode)

の2つの側面があると考えて，包括的知恵理論を提

唱した。彼らによれば，分析的側面には，実利的な

問題解決のための手段的能力である知識量や情報処

理機能などが含まれる。分析的側面に含まれる要素

は，経験全体を細分化し，ある経験の一部と他の「部

分」との関連性に焦点を当てたものである。例えば，

先述の「ソロモン主の知恵」（列主記 3-11）や「生

活の知恵」でいわれているような『知劃は，問題

解決に直結するような判断力や知識などの能力を意

味していることから，知恵の分祈的側面に含まれる

ものであると言える。

これに対し，総合的側面では，ある経験を「統合

された全体像の一部分j として理解し，より包t甜告
に解釈するような性質が含まれる。つまり，個々の

機能ではなく，知恵に関する行動の根底にある心理

構造に関する側面であるといえ，心理構造の変容性

や，心的過程の統制生など，発達の原動力ともなる

ような心の働きが含まれる。この観点から言うと，

例えば先述の「仏の智慧」などは，実利的な判断力

や知識ではなく，経験を通して真理を貝屈め，自己

を統合していくような根本的な心の作用を意味して

いることから，知恵の総合的側面に含まれるもので

あると考えられる。

ただし，注意すべきは，この包J酎告知恵発達理論

が，ひとつの行動を2つの観点から記述するための

桝咽みであるということである。つまり，ある知恵

に関係する行動を観察する際，行動の機能や手段に

注目した場合は知恵の「分析的側面」を見ており，

その根底にある心理構造に注目した場合は知恵の

「総合的側面j を見ているのだといえる。例えば，

優れた問題解決をする人がいるとして，その知識量

や判断力などの手段的能力に注目して「知恵がある」

と評価する場合は，知恵の分析的側面を見ていると

考えられる。一方で，その人の，過去の経験を深く

理解する姿勢や，自分の人生に一貫性を見出してお

り感情が安定しているなど心理構造に注目して「知

恵があるj と評価する場合は，知恵の総合的側面を

見ていることになる。 T由也ぬiら(2002,2005）は，

この2つの側面を包括して『知恥であると定義し

ているのである。

機能的側面と構造的側面卒稲では，この包括的

知恵発達理論をもとに，先行研究を分析的側面と総

合的側面に着目したものであると考えて分類し，知

恵の2つの側面をそれぞれ『機能的側面」と『構造

的側面」として再定義した。

本稿でいう機能的側面は，問題解決のための手段

的な個別の機能を含んでおり，知識や情報処理能力

のような，問題に取り組む際に直接的に用いられる

資源引固々の能力の熟達度に着目するものである。

例えばベルリン・グループは，知恵を人生の意味と

行動についての専門的な知識であるととらえている

が（Bal協＆Sm抽，1990），彼らは人生によりよく適

応していくための能力として知恵を定義しており，

さらに「知恵に関する行動」に見られる実利的要素

の一部である「知軌を扱っていることカも，知恵

の機能的側面に着目していることが分かる。この他

にも，知恵を「疑問を見出す能力J(Arlin, 1990），「抽

象的かつ梯世に推論する能力であり，困難な問題に
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Table I 定義の多様性

著者 出典刊行年定義 観点

Cl•円四＆ Bi町田

Ardelt 

Erikson 

Bait国＆ S皿血

Arlin 

Ki釦bener＆面白血町

Kra血町

Labouvie・V民f

1980 

1997 

1982 

1990 

1990 

1990 

1990 

1990 

地 acha皿 1990

O開叫l&Perlmu臨r 1990 

WiI生＆面＞Ison 1997 

日包rob田E 1998 

M志田＆ Barber 1999 

Baltes & S恒国i司！＂＇ 2000 

Tak由回駈＆ Ov出血 20【ロ

Leve園田，Je回申， 2005 

Aldw担，＆ S出血shi

Mickler& S担udinger 2008 

Ya曙 2008

Webs鈎r 2010 

認知的，内省的，感情／共感的な人格を統合する力 構造

死そのものに向き合う中での，生そのものに対する聡明かっ超然とした関心 構造

人生の意味と行動についての専門的な知識 機能

疑問を見出す能力 機能

抽象的かっ複雑に推論する能力であり，困難な問題に対して的確な判断を下す 機能
飽力。知識に対する認識的態度であり，不確実性の理解をもたらす

認知の発達（相対的，弁証法的思考）と感情の発達（感絹調整，自我の発達， 構造
意識と無意識の統合）の組織的な統合

2つの態度（認知や知能などの「客観的な」態度［lo伊］と，感情などの「主観 構造

的な」態度〔回向s)）を弁証法的に統合する力

知識の可謬性に気づき，確信することと疑うことのパランスをとる力 機能

認知と人格を統合する力 構造

対人的な関心や技糧（実践的知恵共感性，理解力など）と，超越的なことに 機抱＆構造
ついての関心や技能（超越的知恵・自己超越，知識の限界についての認識，哲
学／精神性への傾倒）から成るもの

共通善に到達するという目的に向けて，個人内，個人間，そして社会的関係の 機能
パランスをとりながら環境に適応するために，価値観の影響を受けつつ暗黙知
を適用する力

誰にでも起きる行動や思考における間違いを見抜く力 機能

優れた知性と徳に向けて知識を組織化・統合する，認知的かっ動機づけ的なメ 機能
タ・ヒューリスティック

実利的な問題解決のための手段的側面（分析的側面：知識a 問題解決カ等） 機能＆構造
ι知恵に闘する行動の根底にある心理構造的側面（総合的側面・内省的理解
力，共感性，感情調整力等）の相互作用

自己超越（self.位祖国国四国） 構造

自分自身の人生について洞察する力（個人的知恵）と，一般的な人生について 機能
洞察するカ（ー般的知恵）から成るもの

思考を統合し，その統合された思考を行動に移し，その行動によって良い結果 機能
が導かれるという，実生活におけるー速の過程

自他における最適な発遣を促進する危機的な人生経験に対処するための能力， 機能
意志，応用カ

注観点の欄にある「機抱」は，知恵に関する行動の一部やその機構（機能的側面）に注目した研究， 「構造」は，心理構造を統合
あるいは変化させようとするような心的特徴（構造的側面）に注目した研究であることを意味する。
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対して的確な判断を下す能力」依itch田町＆Brenner,

1990），「知ることと疑うことのバランスをとる力J

加国cham,I卿），「暗黙知」（S同国g,1998），「行

動や思考における間違いを見抜く力」（地K田＆

Bar加，1”9），「認知的かっ動機づけ的なメタ・ヒュ

ーリスティック」 (Bal陶＆ S加吋泊伊， 2000），「自他

の人生を洞察する力』 ω伍ckler& S加吋担ger,2008), 

「実生活における思考と行動に関する一連の過程J

(Yi田島却08），『危識的な人生経験に対処するための

能力，意志，応用カ」（We凶回，2010）と捉えたもの

などは，いずれも知恵に関する行動の一部やその機

能に焦点を当てていることから，機能的側面に注目

した研究に分類されると考えられる。

一方で構崩告側面は，より包括的に心理構造に働

きかける（統合・変容する），発達の原動力ともいえ

るような性質に注目するものである。したがって，

機能的側面では外的な事象を扱う能力に焦点を当て

ているのに対し，構造的側面では内的な事象を扱う

性質に焦点を当てているとも言えるだろう。例えば，

前述の通り知恵概念の検討を最初に行った Chr戸田

& Birren (1980）や，その理論を継承したM也：h(l卯 7)

は，知恵を認知・内省・感情を統合するカであると

解釈しており，各機能に着目するのではなく，より

包括的で根源的な心的特徴として知恵を定義してい

ることから，知恵の構造的側面に着目しているとい

える。この他にも，知恵を「死そのものに向き合う

中での，生そのものに対する聡明かっ超然とした関

心j 包rikson,1982），「認知の発達（相対的，弁証法

的思考）と感情の発達（感情制御，自我の発達，意

識と無意識の統合）の組織的な統合」加盟民1990).

「認知や知能（logos）と，感情 (m拘 s）を統合す

るカ」 (Labouvie品 et;1990），「認知と人格を統合す

るカ」（臼wall& p，町・Jmu蜘， 1990），『自己超越」

(Leven回：n,I聞曲瓜Aldwin,& s凶姐shi,2005）とと

らえたものなどは，いすサLも心理構造を統合あるい

は変化させようとするような心的特徴に言及してい

ることから，構造的側面に注目した研究に分類でき

るだろうロ

このように知恵を2つの側面から捉えることで，

様々な先行研究で定義づけられた多様な知恵の概念

を『知草むというひとつの体系として包括的に理解

することが可能になると考えられる。

知恵の測定方法

以上では， f知恵のある」状態の定義に言及してき

た。それでは，実証的に「知恵」に言及する場合，

f知恵のある人」をどのように探し出せばよいのだ

ろうか。その際，「知恵のあるJ状態と「そうでない」

状態は，どのようにして区別されるのだろうか。以

下では，知恵の測定法に関する先行研究を概観する

中で，「知恵のある」状態がどのように扱われてきた

かということに言及する。

知恵の測定法に関する先行研究

知恵の実証的な測定方法を最初に発表したのは，

Bal簡を筆頭とするベルリン・グノレープであった。

彼らは，前述の通り知識を基盤とした知恵の理論を

提唱し，客観的に観察可能なパフォーマンスに基づ

く知恵の測定法を提案した（蜘ud泊ger,Sm地，＆

Bal回，1切4）。彼らは知恵の反映された行動が見られ

やすい場面として人生計画場面と人生回顧場面を設

定した。そこでは，例えば「15歳の少女がいますぐ

結婚したがっています。彼女はどのように考え，ど

のように行動すべきでしょうカサ（人生計画場面）と

いうような課題が使用される。対象者には，課題を

読んで考えたことをすべて言葉に出すよう求め，研

究者が対象者の持つ知恵の程度を，知恵に関する 5

つの基準（宣言的知識，手続き的知識，文即隠誠事，

価樹日対性の理解，不確実性の韮鵬）に基づいて評

定するのである。この方法は高い評価を受け

(S胞m回忌 1998），日本でも高山・下仲・中里・権

藤（2000）によって課題とマニュアルの日本語版が

作成された。その中で高山らは， ω～86歳の 197名

を対象として調査を実施し，信頼性と基準関連妥当

性の検討を行った。その結呆，高い評定者間信頼性

が確認されへ知能・日常的知能・教育年数を外部基

3ただし，高山ら包瓜陥）では都練された大学院生2名で評定し
ているのに対し，ベルリン・グループ (S凶血＆Bal同 1990など）
では，難解な人生の問題に関する評定を行うことから，対人援助
の専門家を抽出して訓練を行い，評定させている。こうした評定
方法の違いについて出議論の余地があり得る。
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準とした基準関連妥当性の検討からは，人生計画場

面において十分な妥当性が，人生回顧場面において

も妥当性が示唆される根拠がいくつか見られたこと

を報告している。

一方，最近では，より手軽に実施できる知恵の査

定方法として，自己評定式の尺度が開発されている。

Anleh (2003）は， Cl匂旬in& Birr冒1(1980）をもとに，

知恵を認知・内省・感情の3側面から構成されるも

のと考え，自己評定式の尺度である39項目の3D-WS

（百四eD泊四回WJSd岨 Scale）を開発した。この

うち認知的側面は，真実を理解したいという継続的

な欲求にもとづく側面で，『私は解決方法がないと思

われるような問題にはほとんど興味が持てないJな

どの14項目から構成されているロ内省的側面は，複

数の観点を持つことのできる能力に着目しており，

「私はいつも，問題のすべての側面を見るよう心掛

けている」などの 12項目から構成される。さら同惑

情的側面は，他者に対する同情的な思いやりのある

慈愛の心に着目したものであり，「時々，私はすべて

の人々に対して思いやりを感じることがある」とい

うような 13項目により構成される。

A吋ehが3D-WSを発議したのとほとんど同じ時期

に，恥：bsU賞。仰）も，自己評価尺度の必要性を指

摘し先行砂問のレビューから知恵に関わる要素を抽

出して， 40項目から成る自記式知恵尺度

(Self-Ass田sedWJSdom Scale; SAWS）を作成している。

この尺度は，人生経験（「私は人生における数々の苦

難を乗り越えてきている」など8項目），感情嗣胸（『私

は自分自身の微妙な感情に気付くことが得意だ」など

8項目），回想・内省（『自分の過去について思い返す

ことで，現在の関，乙事に関する知見を得ることができ

る」など8項目），ユーモア（「私は人生の大きな節目

に対処するとき，面白みのある側面を見つけようとす

る」など8項目），開放性（「私は，周囲にいる自分と

異なる人々のことが好きだ」など8項目）という，知

恵に関わる5つの要素を含んでいる。

Tめ，Je2に示すように，他にも，尺度やインタビュ

ーなどの方法を用いた知恵を測定するための取り組

みが行われている（Levens岨， J四国ngs,Al伽恒，＆

Shiraishi, 2005; Micki町＆ s伽.Klinge：口 2008;p，田部

Vol. 21 (201η 

Komm, Jones』Muos皿，W出mms,& Ji田0民2似l2;Wu企

& Hels皿， 1997）。なかでも，上で紹介したAnlehや

恥加町による尺度は，手軽に知恵を測定できる先駆

的な方法として近年注目を集め，尺度聞の比較なども

行われている仏rdelt,2011; Gliick, Ki伽ig,N:蹴 h聞 W置も

Redzanow耐，Domer,S回加＆Wiedennann, 2013）。し

かし，今のところ，共通して使われる尺度ヰ湖l院法は

栴生していなし、（Glllcket al, 2013）。また，これらの

尺度や測定法同士の相闘が低b瀬向にあることも知

られており（Anlelt,2011; G加ckd札，2013），様々 な実

誼研究における結果の違いは，どの尺度・測定法を使

うかに依存することが指摘されている（G肱ket al, 

2013;Red園田wski& Gliick, 2012）。

測定方法における知恵の連続性

これらの尺度や測定法は，知恵の有無ではなく，

知恵の量を測定するものであり，何点以上ならば知

恵があると評価するためのものではない。実際，い

ずれの研究でも，知恵得点の程度と，幸福感(Ber郡田

& Anlelt, 2012）キ精神的飽康（Wi市町etal., 201札

人生満足感 (Mickler& S回d泊ger,2008），パーソナ

リティ（S蜘 dinger,Maciel, S凶th,& Bal凧 1998;

恥 蹴ret al, 2014）などの変数との関連を調べると

いうような使い方がされている。

また，知恵の高低で群分けしてインタビュー調査

が行われることもある。 Anlelt(2005）は，知恵と人

生経験の関係を調べるインタビュー調査をする際に，

3D-WSを用いて，認知・内省・感情の3次元すべて

の得点が低い群，平均的な群，高い群から各10名を

抽出した。しかしここでも知恵の有無を区別する意

図はなく，知恵得点の高さと人生経験の内容を照合

するにとどまっている。以上より， iJlU定法の研究に

おいて，知恵は「有りか無しか」という非連続的な

ものではなく，「どの程度有しているのかjという連

続的なものとして扱われてきていることが分かる。

知恵の発達

前項では，知恵の測定方法に関する研究を概観し

た。その中で，知恵の定義が研究者間で共有されて
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著者名 再存扉 1事
T出，j,2 測定方法の種類

内容 構成要素

インタピュー形式

抽岨i'l!'r,S田i1h,&Bal国 1994

Micklar& S包国叫F 2008 

質問紙形式

両町， E四回， Jone•, 2002 

Minion, Willi皿 IS,&J，田皿

Ar制 t

Wobs句r

Levon由民Jo町並唱え

Aldwin, & Shiraishi 

複合形式

Wir企＆ Hl:l•on 

2003 

2003 

2005 

1997 

Berlin wiiidorn 
par岨igm

人生における困難な問題を含む課題を提示L，対象者に，
課題を読んで考えたことをすべて言葉に出すよう求める。
研究者が対象者の持つ知恵の程度を，知恵に関わる5つの

基準をもとに評定して得点在出す．

宣言的知識，手続き的知
識，文脈理解，価値相対
性の理解，不確実性の理
解

Po"onal wisdom 対象者に，友人目線で自分自身のことを話してもらうよう 自分についての知識，成
田 k 指示し，普段の行動や問題解決の仕方a長所・短所などに長と自己調整，自分と闘

関する質問に対して，考えたことをすべて言葉に出すよう係する他者についての知
求める。評定者が対象者の持つ知恵の程度を，個人的知恵識．自分自身に関する相
に関わる5つの基準をもとに評定して得点を出す。 対主義的理解，暖昧さへ

の寛容

Ado！四回wi•dom 青年期用の知恵測定尺度。 23項目の質問に対t,, 5件法で 知性，調和・血くもり，

!ICalo (AWS) の自己評価を求める。 スピリチュアリテイ

官官田－Din怠田ior副 39項目の質問に対t,,5件法での自己評価を求める。

wisdom •cal• (3D-
認知，内省，感滑

WS) 

Solf As田四回 40項目の質問に対t,,6件法での自己評価を求める。 人生経験，感情制御，回
想・内省，ユーモア，開
放性

Wisdom Scale 
(SAW宮）

Ad由 Self- 18項目の質問に対t,,5年前と比較した場合にどうかを考 疎外感，自己超越

T田園田園田e えさせ， 4件法での自己評価を求める。

Inver政"Y

E即U回Iwisdom 
!ICale （阿S)&
R副唱。f

T四国国叫ent
Wisdom (1WR) 

PWSでは，対象者に自分自身を表現させ，知恵に関わる形実践的知恵（共感性，理
容詞（＋知恵の構成要素にはなり得ない要素）がいくつ含解カなど），超越的知恵
まれていたかを数えて得点在出す。 1WRでは，知恵の例を （自己超越，知識の限界

自由記述するよう対象者に求め，評定者が5件法で評定す についての認識，哲学／
る． 精神性への傾倒）

いないために測定法は様々だが，いずれの尺度・測

定法も，知恵が「あるjか「ない」かを調べるため

のものではなく，『どの程度知恵を有しているカサと

いうことを測っているのだということを述べた。

恵があるj状態へと移行する可能性があることが想

定される。そこで以下では，知恵の発達に関する見

解を概観し，その中で「知恵がある」状態がどのよ

うに理解されてきているのかについて述べる。

測定に関する研究では，「知恵がある人」と「そう

でない人」という個体聞の違いをどのように識別す

るかということに着目していた。しかし，もとから

知恵をもって生まれてくる人がいるわけではなく，

生きていく中で高められるものであるとする考え方

が一般的である。 M田cham(1卿）が主張するよう

に，知恵が加齢に伴って失われていくものであると

考え，知恵のある高齢者は若い頃から知恵を保って

きたのだと解釈する立場もあるが，多くの研究者は，

知恵が人生の比較的遅い時期になって高められるも

のであると考え，知恵の発達に関する研究を行って

いる。

知恵が高まっていくものであると考えると，個人

の中でも「知恵があるとは言えない」状態から「知

加齢と知恵

本稿の最初に，知恵は人生の後半期にあらわれる

ポジティブな能力・態度として認識されてきたこと

を述べたが，一般的にも，知恵というのは年ととも

に，あるいは人生経験を積み重ねる中で培われるも

のと考えられる傾向にあり，知恵と関係する要素を

一般の人々に尋ねると，しばしば「年齢」や「経験l

という回答がみられる（C初回＆ Birren, 1980; 

S加盟加島1985など）。

知恵の発達に注目した研究でも，まずは知恵と年

齢に注目した実証的な研究が行われた。その結果，

知恵は必ずしも年齢に伴って発達しないという可能

性が示された（S岨他＆Bal国，1990）。年齢と知恵の
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関連に言及した先行研究を分類すると，年齢群聞で

有意な知恵得点の差が見られなかったとする結果，

中年群の知恵得点が有意に高かったとする結果，高

齢群の知恵得点が有意に高かったとする結果の3種

類があり，以下に概観するロ

ベルリン・グループは，彼ら自身の開発した観察

可能なパフォーマンスに基づく測定法を用いて，青

年から高齢者までを対象として知恵を測定し，知恵

に関わる知識の量について，年齢による有意な違い

が見られなかったことを示した（Bal伽， S加d泊ger,

Maercker, & s凶th,1995; s刷 dinger,1999）。またBal同

&S刷Klinger(2000）は，彼らのグループが行った一

連の研究を再分析する中で，より高いパフォーマン

スをするのが60代であったことを報告した。さらに

高山（2002,2005）も，成人・前期高齢者・後期高齢

者を対象として，ベルリン・グループと同様の測定

法を用いて知恵を測定し，知恵と年齢に関する検討

を行った。その結果，知恵の得点に有意な年齢差が

認められなかったことを報告している（高山， 2（朋

による）。

また， We切断dal. (2014）は， 17歳～92歳を対

象として調査を行った結果，総併号にみて中年群の

知恵得点が有意に高かったとする結果を示している。

彼は，彼自身が開発した自記式の知恵尺度である

SAWSを用いて知恵を測定し，総合得点だけでなく，

知恵の下位項目ごとの結果も明らかにした。それに

よれば，「人生経耽に関しては高齢であるほど得点

が高bオ頃向にあった。また「感情制御」や『経験へ

の開放性」，「ユーモアjに関しては，中年の得点が

最も高く，また青年よりも高齢者のほうが，得点が

低かったロさらに『回想・内省」については，年齢

差が見られなかったo

その一方で，前述の通り知恵をより包括的なカで

あると考えたT法油ashi& Overton (200♀）は，日米

の中年と高齢者（中年： 36歳～59歳，高齢者： 65

歳以上）を対象として知恵を測定した。その結果，

いすサもの固においても，中年より高齢者のほうが，

知恵の得点が高かったことが明らかになった。

このように先行布院で結果が一致しない理由とし

て，知恵のどの側面をどのように測定するかによっ
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て，年齢との関連の仕方は異なる可能性があること

が指摘されている（G加cket al., 2013; ＆“園田wski&

G加ck,2012；高山，訓ゆ）。したがって，年齢との聞

に有意な相関がない知恵の側面もあるということ，

つまり，高齢であるほど高い水準に達している側面

ばかりではないことが推察される。

知恵の発遣を理解するための枠組み

年齢と知恵に関する研究は，いす11,も相関関係に

着目しており，年齢が知恵を高めるという因果関係

は想定されていなかった。それでは，知恵はどのよ

うにして発達するものと考えられているのだろうか。

以下では，知恵の発達に関するいくつかの桝Eみを

示すロ

人生経験との関係に着目した見解上記の通り，

知恵と年齢が必ずしも相関しないという実証研究の

影響もあり，年齢よりもむしろ，知恵と人生経験，

とくに危機的なライフイベントとの関係が注目され

る傾向にある（e.g.Ardelt, 2005; G加ck& B1uck, 2013; 

S刷曲 伊＆Mickler, 2005; Y,置も2014）ロ

Gliick & Bluck (2013）は，知恵の発達について論

じるために，経験に対する態度に注目した。彼女ら

は知恵があるとして推薦された人々の人生経験に関

する語りをもとに，知恵の発達モデルとしてMORE

モデ、ルを提唱した。 MO阻とは，達成感（S田盟 of

抽蜘y;M），開放性（Ope皿臨； 0），内省力

(&ef1叫叫； R），感情制御・共感性（Emotion

閉伊凶佃／Em仰向；E）の略であり，彼女らはこれら

が知恵発達の資源（出回国国）であると考えた。

Bal闘の共同研究者であったS加d崎町らも，ライ

フイベントの経験の仕方に注目して知恵の発達を説

明している。彼女らは，人生について熟考する際の

社会・認知的な過程が知恵の発達に重要な意味をも

っと考え，知恵の柾会認知的な発達モデルを示した

(S蜘歯1呂町＆ Mickler, 2005）。それによれば，①個

人的な要因（知能，創造性，経験に対する開放性，

社会的能力，感情制御能力，道徳的な価値観，自尊

心など），②特定の専門知識固有の要因（人生あるい

は自分自身について理解することに関する強いモチ

ベーション，難解な生活状況への取り組み，メンタ
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ーによる指導など），＠輝験的な文脈の要因（特定の

専門的職業経験，歴史的な文脈など）の3つの要因

が，個人が経験する出来事の内容だけでなく，経験

の仕方にも影響するのだという。

心理構造の発達に着目した見解知恵の発達を理

解するための枠＇＊ ll.みとして，人生経験よりもむしろ，

心理構造の発達に注目する立場もあるロ新ヒ。アジェ

派の駈混血町（1990）は，認知的な発達（相対主義的，

弁証法的思考）と感情的な発達（感情制御，自我の

発達，意識と無意識の統合）が相互に関わり合う中

で知恵が形成され，様々な場面で知恵を使うことが

できるようになると考え，知恵モデルを提唱した。

このモデルは，認知・感情の発達に伴って高められ

た知恵を使うことで，様々な課題や生活上のストレ

スの解決・解消が可能となり，それによってさらに

認知や樹育の発達が促進されるという循環モデルの

形をとっている。つまり彼女によれば，知恵は個人

と環境の相互作用の中で，たえず変化し，発達して

いくのである。

また，上述のT政血ぬi＆印 erton(2002, 2005）の

包括的知恵発達理論も，知恵の発達を想定した理論

である。彼らは，期的な機能に注目する分析的側

面については知識量の増加や情報艇職能の複雑化

などの量的変化が起こるものと考えたが，特に強調

されたのは，むしろ，総合的側面における発達的な

性質であった。彼らは発達における弁証法的現象（心

のシステムや構造が，発達とともにより高度な統合

性をもっという現象）の特色に着目し，総合的側面

には経験に対する 2つのモード，つまり「変容性

（明白etic/岡田島m姐onal)Jと「統制生（明血etic/

integr凶ve）」があるとした。「変容性」は，自己やそ

の場の状況的文脈から一定の距離を置いた高い意識

レベルで経験について熟考するものであり，具併号

な水準では「内省的理解（凶即tiveunde諸国曲ig)」

として定義されるロこの内省的理解は，新ヒ。アジェ

派 (Adams,Labouvie吊 et;Hobart, & Do附 ζ1990）や

様相論理（modallogic; Chinen, 1984）の立場などにお

いても触れられているところであり，ものごとを変

容していこうとする心酎怜性質であると言える。

例えばEriks叫盈:iks岨＆ K討国ck(1986）は， 70代

へ-90代までの対象者から得た報告の中で，他者（祖

父母や両親，同年代の人々）とのやり取りの中で得

た経験を，高齢期における自分の生き方の指針とし

ている高齢者たちの存在を示唆している。その対象

者たちは，過去の経験を，相手の立場や考えを想像

したり，その状況における整合性などを考察したり

することで，現潅の自分の行動に反映させていた。

このように，何か出来事を経験した際に，その出来

事を，自分がどのように経験したかということも含

めて新たな一段高い見地から内省理解・考察するよ

うな心の働きが， Takaha血iらのいう知恵の総合的側

面における「変容性」であるといえる。一方「統合

也」は，人間の意識の様々なモードを調整するもの

として理解された。彼らはこの統合性に関して

B量田nの理論を参考にしている。上述の通り，

E依田n(1982）は知恵を「死そのものに向き合う中

での，生そのものに対する聡明かっ超然とした関心」

と定義しているが，それは「心と体の統合が崩壊に

脅かされながら，何らかの秩序と意味を維持する過

劃であり価:ikson& Erik回 n,1997），ものごと全体

をひとつにまとめる統合性を意味している。例えば

肱 sonet al. (1986）は，上記と同様の70代叶0代

による報告の中で，多くの対象者が，過去を振り返

ったときに「起こったことキヰTったことについて後

悔はない』と発言したことを報告している。しかし

実際には，彼らの多くが，若いころに不幸や不安を

経験していたのだというロこうした現在の評価と過

去の経験の聞の矛盾について， Eriksonらは，かつて

は苦しい経験であった出来事ヰ窃撹がライフサイク

ル全体の一部分として統合され，新しい意味を持つ

ようになったのではないかと考察している。このよ

うな，過去の出来事を振り返り，認知や感情を含む

精神的な均衡を保ちながら様々な経験を意味づけよ

うとするような心の働きが， T生d盟組iらのいう「統

合性」にあたる。統制生は高齢期のみならず，人生

の各段階において，弁証法的に葛藤を統合する中で

漸進的に発達してきでいるものであり（Erikson& 

世匙回＇n,1997），発達の原動力となる性質をもちなが

ら，それ自体も成熟すると考えられている。つまり

T盛山血iらは，こうした「変容性」や「統制白と

いう心理的な性質を知恵に含まれるものと考え，人
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生を通じて様々な出来事を経験しながら培われてい

くものと考えているのである。

知恵発達の枠組みに関する包括的見解

上記の通り，知恵の発達を理解するための榊且み

には2つの観点があると考えられる。 Gliick& Bluck 

(2013）やS回血伊＆Micld町（2005）が主張する

のは人生における出来事ヰ環境の影響を重視した見

解であり，泊四町（1990）やE抽抽i&O四回（2002,

2005）が主張するのは心理構造の発達に重点を置い

たものであった。

この2つの立場は，「知恵』の定義の中に発達に関

わる心理構造を含んでいるか否かという点で，明確

に異なっている。しかし知恵の発道邑程の理解に関

しては，両者の聞に大きな矛盾はないとも考えられ

る。上で述べた機能的側面と構出力側面の榊Eみに

当てはめると，知恵の発達を説明するために人生経

験を重視する立場は「機能的側面」のみに着目した

見解であり，心理構造の発達に重点を置いた立場は

「構造的側面」に着目した見泊平であると考えられる。

例えばGliick& Bluck (2013）は，人々が危識的な出

来事を経験し，その経験に対して特定の態度をもっ

て取り組むことで，知恵の発達が促されると考えた。

彼女らが主張する MO阻モデルでは， A油社（1”7)

やClayton& Birren (1980）が知恵の構成要素として

位置付け， Thkah国駈＆Over旬Ill(2002）が発達的な性

質を持つ「総合的側面j にあたる要素として位置付

けた「内省力」や「感情制御・共感性」などが，知

恵を発達させる要因であるとみなされている。つま

りGliickらは機能的側面に注目して知恵を定義して

いるために，『内省力Jや『劇育制御・共感性」を知

恵の要素として含めていないものの，それらが知恵

の発達に影響すると考えている点では， 2つの見解

は同じであるといえよう。

また，心理構造（構崩湘lj面）の発達に着目した

見解も，経験を無視しているわけではな川 Kram町

(1990）は，認知（相対主義的思考，弁証法的思湾）

と感情（感情制御，自我の発達，意識と無意識の統

合）の発達を前提として知恵モデルを提案している

が，成人期の課題キ免携を経験し，それを克服する

中で，さらに認知・感情の発達地主促されると考えて
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いる。またTakal岨 i＆印刷n(200♀）も，総併旬

側面の発薗生について論じる際に，経験をもとに心

理構造を変容・統合する心的作用に言及しているこ

とから，いずれの見解においても，人生経験は知恵

発達の重要な要素としてとらえられていることがわ

カ冶るロ

以上より， 2つの立場は，人生経験に対してどの

ように取り組むかという心理構造が「知恵」の構成

要素として含まれるか否かという，知恵の定義の面

で異なっていた。しかし，そうした人生経験に取り

組む際の心理構造が知恵の発達を説明する際に重要

な意味を持つという点では共通していることが分か

った。

心理構造の発達過程における非連続性

前項では，知恵の発達に関する榊且みについて概

観し，いずれの立場においても，人生経験に取り組

む際の心理構造（本稿では知恵の構造的側面）が重

要な意味を持っと考えられていることが分かった。

そこで以下では，上記した4つの材組みのいくつか

に共通して見られた，物事に対する認識・理解の仕

方（弁証法的・内省的な理解）と物事を統合する性

質（統合性や樹育制御）に関わる心理構造の発達的

変化に言及した研究を概観する。

内省的理解の変容 Ch旭町（1984）は，様相論理

の立場から，経験に対する意識に注目し，対象意識

(o同副aw町盟国）と様相意識 (m叫alaw醐 1闇）の

違いを説明している。

対象意識は，物体ヰ経験の内容に注目するもので

ある。例えl司彫像を見ている時，その素材や形，空

白の使い方など，彫像自体に焦点を当てるのが対象

意識である。一方，様相意識は，物体キ糧験それ自

体だけでなく，経験の仕方に注目する。彫像を見る

例でいうと，彫像それ自体だけでなく，歴史的価値

を持っているか否かを考えたり，ダイナミックな構

成同番動したり，重量感を感じたりするなど，「彫像

を見る」という経験の仕方に焦点を当てるのが様相

意識である。

Ch血四（1984）によれば，「知恵のある」高齢者は，

様相意識を特徴としているのだという。彼は『知恵
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のある（w国）」高齢者と『後退した（regr四sed）」

高齢者を明確に区別しており，両者の聞には，経験

に対する意識において質的な違いがあると考えてい

る。

統合性の変容本稿の冒頭で述べたように，

Erikson (1982）は，漸成的な人開発達の最終段階に

関わる力として「知恵』を想定していた。彼は生涯

発達的な観点から，人生を手U尼期から高齢期までの

8段階に分け，各段階においてみられる顕著な葛藤

を克服する中で，人間的な強さが生じると考えた。

そして，その8段階目にあたる高齢期の課題が統合

性対絶望であり，この葛藤を克服する中で生じるも

のが「知恵jであった。彼の言う知恵が，ものごと

全体をひとつにまとめる「統制空」を意味している

ことは前述の通りである。また匝量四nは，統合性

の中でも，特に感情の統合を重視していた。つまり，

高齢期の葛藤を克服する中で，感情を制御（統合）

する能力が生じることが想定されていたと考えられ

る。

劇育制御能力の変容感情制御に関しては，新ピ

アジェ派のLabouvie-Vief(1990）も言及している。

彼女によれば，青年期までは主観的態度出y也OS；感

情など）が抑制され，客観的態度（logos；認知機能

など）が高められる傾向にあるが，一度 logosが高

められたら発達目標が変更されて，主観的態度と客

観的態度の統合に向かうようになり，それによって，

感情的な経験を深く理解し，統制できるようになる

のだという。つまり，経験に対する態度の質的な変

化により，感情の制御が可能になることを指摘して

いると言えるだろう。

以上より，知恵の発達に関わる心理構造（構造的側

面）の発達的変化についての見解を概観すると，知

識・経験に対する態度や意識の内容において質的な変

化が想定されており，「知恵がある（高い）」状態と「そ

うでない（低い）J状態が，質的に異なる非連続的な

ものとして理解されてきていることが分かる。

総合考察

本稿では，定義，測定法，発達の3つに関する研

究を概観し，「知恵のある」状態が心理学の研究の中

でどのように扱われてきたかということに言及して

きた (Figure1）。ここでは，心理学の分野において

「知恵のあるJ状態をどのように理解し，研究を重

ねていくべきかについての一見解を示す。

「知恵」の定義の包括的理解

先行研究に見られる知恵の概念をより包括的に理

「知恵がある」とはどのような状態か？

定義に関する研究
先行研究における多様な定義を「機能的側面」と「構造的側面」の枠組みで整理

測定に関する研究 ｜｜ 発達に関する研究
知恵に含まれる要素の機｜｜知恵の高い状態と低い状態で，
能が量で表されているこ｜｜その構造が質的に異なる可能
とを確認（連続性） ｜｜性を示唆（非連続性）

「知恵」概念の包括的理解
測定 ：有無の境界が定められないため量的に捉えることが適切
発達：構造の質的な変化にも注目する必要性

F切ll'e1 本稿の概要
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解するために，これまで知恵の要素 CArdelt,1997；高

山，2009など）が注目されてきた。例えばベルリン・

グループは，知恵を人生の意味と行動についての専

門的な知識である (Bal臨＆ Sm抽， 1990）と定義し

た。これに対し， Ardelt(1997）は，感情的側面を無

視していると批判し， C均価＆B町田（1980）を継

承して，知恵とは認知・内省・感情を統合するカで

あると考えた。

しかし，ベルリン・グループが知識や知識の使い

方という知恵の機能に注目しているのに対し，Ardelt

(1997）は認知・内省・感情といった知恵に関わる

心理構造に着目していることから，両者の聞で観点

が異なっていることが分かる。本稿はこうした2つ

の観点を統合し，数ある知恵の概念研究を，問題に

取り組む際に用いられる資源に言及した「機能的側

面」に注目するものと，より包括的に心理構造に働

きかける発達的な性質に言及した『構造的側面」に

注目するものとに分類して，知恵の概念を総合的に

理解するための枠組みを示した点で意義があると考

えられる。

さらにこのことは，知恵のiJllJ定方法を考える際に

も応用できる可能性があるロ機能と構造の2側面に

分けて知恵を捉えると，知識や情報処理能力のよう

な，テストの得点やパフォーマンスの観察に基づい

て直接的にその能力や様相を把握することができる

もの（機能的側面）と，内省力や感情制御能力のよ

うな，直接的に把握しにくく，個人の内観報告によ

らなければならないようなもの（構造的側面）があ

ることが分かる。こうした各側面の性質に応じた方

法でテストバッテリーを組むことで，個人が有して

いる知恵の量を，より包括的に捉えることが可能と

なるだろう。

知恵の連樹生と非連細主

一般的には，「知恵のある～などのように，知恵

は『ある」「なし」の2値（非連紛で表現される。

このことは，「知恵のある人」が，他の人と質的に異

なる特質を持っていると考えられていることを意味

している。

しかし測定の文脈においては，知恵の有無ではな
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く，「どの程度有しているのか』という連続的なもの

として扱われてきたロそのひとつの理由としては，

f知恵があるJ状強でも『そうでない」状態でも，

基本的に同じ要素を有していることが前提とされて

いるためであると考えられる。例えば人聞は基本的

に，量的な個人差はあるものの，知識射育報処理能

力を有している（相蛸E的側面）。また，過去の出来事

について考えたり，感情を調整したりするという心

的作業も，知恵の有無や高低にかかわらず，誰もが

行っていることである（構造的側面）。つまり，「知

恵があるj状態と「そうでない」状態の違いは，知

恵に関わる各要素の量や従事度によるものであると

解釈できる。個人の知恵を測定する際には，そうし

た各要素の量や従事度を捉えることに重点が置かれ

るため，連続的なデータとして取得されるのだと考

えられる。

このように連続量として知恵を測定する場合，ど

こまでが知恵の「ある』状態で，どこまでが『ない』

状態なのか，明確な境界を定めることは難しい。知

恵を測定し，高低で群分けすることは可能であると

考えられるものの，それが一般的に表現されるよう

な知恵の有無を意味しているわけではないことには

注意する必要があるだろう。ただし，「知恵があるJ

とみなされるような人が常に知恵のある賢明なふる

まいをするわけではない（Yi皿g,2013）という指摘を

踏まえると，個人を『知恵のある刈として同定す

るのではなく，個人における知恵の高低を測定する

方が適切であると考えられる。

一方，知恵の発達に関わる要素（構出力側面）の

発嵐且程をみると，各要素の構造が，「知恵があると

はいえない」状態から「知恵がある」状態にかけて

質的に変容する可能性が示唆されているロつまり，

測定の際には，各要素の機能を測るため連続的なも

のとして示されるものの，その構造は「知恵が高し、」

と示された人と「知恵が低い」と示された人とで質

的に異なっている可能性があると言える。これは，

知恵を連続的なものとして測定することを否定する

ものではないが，知恵の高低の基底に，構造の質的

な違いが存在しているのではないかという示唆を含

んでいる。したがって，測定の際には連続的なもの
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